
コガソフトウェア株式会社

患者ロイヤルティ向上に貢献する生活習慣病管理料算定支援

ライフケアコンパス のご案内



1

会社概要

社名 コガソフトウェア株式会社

代表者 代表取締役 古賀 詳二

設立 2000年3月21日

資本金 9,756万円

本社所在地 東京都台東区上野1-19-10 上野広小路会館ビル6階

社員数 １３３名(正社員126名、契約社員3名、アルバイト4名)（2024年4月現在）

事業内容

１．システム事業

2.ヘルスケア事業

3.モビリティ事業

特許一覧

• デマンドバスの移動ログ活用による見守り（特許第5831917号）

• 同上（シンガポール）（APPLICATIONNUMBER:11201609587R）

• デマンドバスの移動ログ等活用による復路提案（特許第6203443号）

• 運動プログラム自動作成方法及びシステム（特許第6311138号）

• 身体歪みチェッカー、身体歪みチェック方法及びプログラム（特許第6439106号）

• 健康管理システム（特許第6968456号）
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事業概要

システム事業ヘルスケア事業モビリティ事業

乗合率を高める最適な運行経路のルーティングア
ルゴリズムを搭載した“孝行デマンドバス”を 「チ
ョイソコ（アイシン）」、「オンデマンド交通サービス
（富士通）」「お出かけデマンド（NTT東日本）」など
のブランドによりサービスを展開しております。

アライアンス企業との技術開発を加速させ、社会
ニーズに対応したオンデマンド交通の普及を図り
ます。

当事業により、移動困難者の外出機会の創出、利
用者の利便性の向上と輸送コストの低減、マイカ
ー代替によるCO₂の削減などにより社会貢献を

果たしてまります。

高い技術力および豊富な実績をベースに、様々な
業種・業態の事業者さまのご要望に基づく各種ア
プリケーションおよびシステム構築を推進してお
ります。

実空間から仮想空間へのビジネス領域拡張ポート
フォリオを分散・多角化させながら技術開発力と
ノウハウを強化・水平展開を図ってまいります。

AIのデータ解析を活用した安全で最適な運動プ
ログラムを調合する“メディカルフィットネス”によ
り、生活習慣病患者及びメタボリックシンドローム
対象者等に対してEIM（Exercise is
Medicine）サービス及び健康保険指導サービス
（スマイルチア）を展開しております。

EIMをけん引する国内トップ企業としてのポジシ
ョンを確立し、負担感のない健康増進システムの
普及を目指しております。

当事業により、生活習慣病患者及びメタボリック
シンドローム対象者等の健康改善を図り、ひいて
は社会保証費の削減などの社会貢献を果たして
まいります。

⚫ 環境変化、景気変動への対応
⚫ 安定的・健全なパートナーの確
保

⚫ 新ビジネス機会への提案力強化

現在、下記の3事業に経営資源を集中し、“健康”と“夢”の創造を達成するための事業成長を図るとともに、社員への利益還元及
び社会貢献の質・量の拡大を図ってまいります。
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各事業の位置付け・主な取り組み内容

デイサービス支援事業

EIM事業

特定保健指導事業健康

生活習慣病予備群

生活習慣病患者

要支援1

要支援2

要介護

➢高度な技術力で様々なニーズに柔軟に対応

➢自社の技術力を強化し、新ビジネス機会を創出

通所者

介助者

“健康” 領域の課題解決 に向けて経営資源を集中し、バーティカルに事業を配置します。
当社サービスへのタッチポイントを複数用意し、社会全体に対して健康の維持・増進を狙います。

デマンド交通事業

高齢者

免許返納者

通勤・通学者等

通所者

生活習慣病者

指導対象者

ソフトウェア
開発

インフラ構築

システム
インテグレーション

ソリューション
企画

（主
に
自
社
サ
ー
ビ
ス
）

強
化
・拡
大
領
域

（主
に
受
託
開
発
）

基
礎
事
業
領
域

モ
ビ
リ
テ
ィ
事
業

シ
ス
テ
ム
事
業

自
立
度自治体 病院 学校

医療機関

デイサービス

当社の得意とする分野・実績の多い領域
✓ Java、Python、JavaScript等のWeb系開発言語
✓ スマートフォンアプリ開発
✓ クライアント向け情報系システム開発

(バックエンド／フロントエンド)
✓ 公共系実証実験
✓ アジャイル開発手法に基づく開発

ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
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EIM Japan 公式スポンサー企業

E I M ＝ Exercise Is Medicine
「運動はおくすりです」「運動こそは医療そのものである」

EIM Japan が掲げる目標

• スポーツ・運動の医学的な効果や安全かつ効果的な運動処方・プログラムの作成方法を、医療界、健康体力づくり関係者、行政、

他産業への啓発

• 運動指導専門家（健康運動指導士、理学療法士など）の社会的活動の支援

• 地域における医師と運動指導専門家の橋渡しを推進

• 国内の優れたスポーツ・運動療法および身体活動量増進のシステムを海外へ情報発信

• アメリカスポーツ医学会（ACSM）と連携、世界で蔓延する運動不足病の撲滅を目指す

ゴール

スポーツ・運動療法および身体活動量増進の介入を日本の医療システムの中に統合すること

EIM Japan 理事長

木村 穣 先生
関西医科大学健康科学科 教授（医学博士）

関西医科大学附属病院健康科学センター 健康科学センター長

日本臨床運動療法学会 理事

日本肥満学会認定肥満症専門医、循環器専門医、日本体育協会公認スポーツドクター。

認知行動療法の手法を取り入れて独自に考案した「メンタルダイエット」メソッドは減量効果が高く、リバウ

ンドも少ないと評判を呼んでいる。一般向けの著書に『頑張らなくてもやせられる！メンタルダイエット』（ソ

フトバンク新書）がある。
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これまで特定疾患療養管理料の問題点

•十分な療養指導が行われていないケースが多
い

•患者にとって金銭的負担のみ

生活習慣病管理料への移行

•療養計画書の発行・患者署名、総合的な治療管
理が義務化

•算定に伴う義務業務の増加

医療機関への不信感 医療機関にとっての業務負担増加

療養計画書の作成 療養計画書の説明
療養計画書

への署名

療養計画書に基づ
いた総合的な治療

管理

療養計画書

継続版の作成

背景と課題
2024年6月 診療報酬改定

特定疾患療養管理料から糖尿病など３疾患を除外 する代わりに新設する生活習慣病管理料（Ⅱ）に移行

ライフケアコンパスの活用により義務業務を患者ロイヤルティ向上に

・業務負担の軽減
・患者とのコミュニケーション強化
・患者満足度向上

課題を強みに変える
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生活習慣病管理料算定に伴う義務業務

療養計画書の作成

• 患者の生活習慣を
ヒアリング

療養計画書の説明

• 患者のための行動
目標を設定

療養計画書への署名

• 患者の同意

療養計画書に基づい
た総合的な治療管理

• 患者への生活習慣
改善サポート

• 患者への励ましや
称賛

療養計画書継続版の
作成

• 患者の取組をふま
えた行動目標の再
提案

オーダーメイドなプ
ランを作ってくれる

自分の話を聞いて
くれる

意思を確認してく
れる

励ましてくれる
ほめてくれる

プランを見直してく
れる

自分への特別感

患者ロイヤルティ向上
医療機関

業務負担増加

メリット

デメリット

医療DXサービス

ライフケアコンパスによる解決

患者
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かかりつけ医

診察

3分間

診察

3分間
非監視下

生活習慣病治療

生活習慣
の把握

プランニ
ング

運動・栄
養指導

取組記録
フィード
バック

患者ロイヤルティ向上によるクリニックの地域一番店をサポート
コガソフトウェア

患者

患者ロイヤルティ向上

患者 かかりつけ医 社会

重症化予防 患者流出の抑制 医療費の抑制

満足度向上 患者流出の抑制
新規患者の獲得
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医療DXサービス「ライフケアコンパス」概要

WEBシステム

双方向型PHRアプリ

患者 PHR管理機能

来
院

自
宅
（1
ヶ
月
間
）

療養計画書発行機能

運動・栄養指導

ライフログ記録

来
院

WEB問診 療養計画書

かかりつけ医

運動・栄養指導機能

ライフログレポート評価＆励まし

計画書に基づいた
総合的治療管理

ライフログ共有

レポート作成機能

ライフログレポート発行

MFSアカウント自動発行

療養計画書発行
コストの削減

計画書に基づいた
総合的な治療管理の実現

かかりつけ医にしっか
り診察してもらえる安

心感・納得感
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端緒・気付き 意識変容 行動変容 改善・継続化

✓ 医療機関に事業協
力を依頼

✓ 患者に案内チラシを
配布

✓ 測定会を実施・参加

✓ 問診回答

✓ 血液検査

✓ アプリをダウンロー
ド

✓ 療養計画書を作成・
同意、生活習慣病管
理料の算定を開始

✓ PHR（歩数・体重・血
圧・脈拍）を記録

✓ 運動メニューを実
施・記録

✓ 食事画像を投稿

✓ 月次でチャットアド
バイスを実施

✓ 主病に応じた運動・
栄養アドバイスを配
布

✓ 診察時に医師が
PHRを参照し、褒め
る・励ますアクション

参加医療機関

4施設

測定会参加患者

111名

PHR記録継続率

89.62%

患者の客観的評価

・TGが有意に改善
・善玉コレストロール値
が改善
・下肢筋力が有意に改
善
・俊敏性が有意に改善

患者の主観的評価

・アプリは簡単
・診察が変わった
・医師のコメントが励み
になった

実施
（介入）
内容

アプリ介入期間

3か月間

AMED 予防・健康づくりの社会実装に向けた研究開発基盤整備事業
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血液検査結果

項目 前 後 p値 有意差

HbA1c 6.20±0.95 6.28±1.02 0.1600 n.s.

GLU 107.3±27.1 104.0±22.5 0.4120 n.s.

LDL-CHO 112.1±30.8 110.9±32.5 0.6640 n.s.

HDL-CHO 61.5±21.5 64.4±22.5 0.0520 あと少し

TG 169.9±126.0 143.2±91.3 0.0020 **

γ-GTP 30.7±22.6 25.9±15.3 0.1020 n.s.

ALT(GPT) 27.0±19.5 25.4±18.9 0.6860 n.s.

AST(GOT) 30.2±17.6 28.0±16.4 0.1600 n.s.

５回座り立ち 10.8±2.2 9.0±2.2 0.0000 **

座位ステッピング 44.3±12.1 51.5±11.7 0.0000 **

リーチ前 45.5±13.3 49.8±9.5 0.2680 n.s.

血液前後データのある49名(63.8±10.0歳、男性18名女性18名)に対して
ウィルコクソンの符号付き順位検定で前後の有意差を検定した
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お金の流れ

厚生労働省 かかりつけ医

生活習慣病患者

自己負担額
（１～３割）

￥

診療報酬／月・人
管理料（Ⅰ）（Ⅱ）

￥

診療

サービス利用料￥

健康スポーツ医

算定・診療
支援システム

運動・栄養サポート

管理栄養士
栄養指導

運動処方：EIM
運動指示書

報酬/月・人￥

※システム構成についてはAppendixに記載
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他社との比較表
自社の強み

比較要素
療養計画書発行支援
（電子カルテオプション）

療養計画書発行支援
＋

患者用ヘルスケアアプリ（一方向）

療養計画書発行支援
＋

患者用ヘルスケアアプリ（双方向）

企業/サービス ウィーメックス（株）/メディコムHR
https://www.wemex.com/ne
ws/20240527_108.html

（株）サプリム/リカバル
https://m3comlp.m3.com/lp/
sapplym/recoval

コガソフトウェア/ライフケアコンパス

サービスコンセプト 療養計画書業務の簡略化 療養計画書・総合的な治療管理業務
の簡略化

患者ロイヤルティの向上

電子カルテとの連携 ◎保存できる ▲スキャンして保存できる ▲スキャンして保存できる

価格 ◎安価（月額数千円） ▲月額27,000～33,000円 〇月額30,000円

療養計画書の作成時間 記載なし 作成時間を70％削減 一人当たり3分間

患者のWEB問診 ✕VPNの都合上、紙に回答し医師が

入力しなおす
〇患者がWEB問診回答可能 〇患者がWEB問診回答可能

患者向け生活習慣改善支援アプリ ✕なし 〇あり 〇あり

運動指導の提案 ✕できない ▲計画書には基づかない一般的なア
ドバイス

◎計画書に基づいたアドバイス

栄養指導の提案 ✕できない ▲計画書には基づかない一般的なア
ドバイス

◎計画書に基づいたアドバイス

治療管理における多職種との連携 ✕できない ✕できない ◎健康スポーツ医、管理栄養士、健
康運動指導士との連携

ライフログ（PHR）の取得可否 ✕できない 〇できる 〇できる

ライフログをかかりつけ医が閲覧 ✕できない ▲限定的にできる ◎サマリレポートの作成、取組継続を
動機づけ、通院が患者・医師双方
にメリットとなる

https://www.wemex.com/news/20240527_108.html
https://www.wemex.com/news/20240527_108.html
https://m3comlp.m3.com/lp/sapplym/recoval
https://m3comlp.m3.com/lp/sapplym/recoval
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お問合せ先

コガソフトウェア株式会社

メディカルサービス部

ライフケアコンパス事務局

TEL

E-Mail

： 03-3833-0733

： eim@kogasoftware.com
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Appendix:医師の声 大阪府保険医協会
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Appendix:医師の声 大阪府保険医協会
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Appendix:医師の声 大阪府保険医協会
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Appendix: システム構成図

MFS
（Medical Fitness 

System）

NICT
（動作解析モジュール）

生活習慣病患者
（MFSユーザー①）

かかりつけ医
（MFSユーザー②）

健康スポーツ医
（MFSユーザー③）

運動・栄養レポー
ト

（帳票②）

療養計画書
（帳票①）

運動指導指示書
（帳票③）

4.運動処方承
認

出力

1. 運動機能測定
・筋力
・敏捷性
・柔軟性
・バランス能力
・持久力
・認知機能

2.運動機能測定結果
データ連携（QRコード）

（MFSユーザーIDに紐付け）

運動機能測定会への参加を勧
奨

動作解析
AI

運動プログラム生成
AI

・ユーザー情報
・身体測定・血液検査結果情報
・問診情報
・運動機能情報

承認依頼通知

診療情報閲覧
・バイタル情
報
・運動記録
・etc...

入力：Webカメ
ラ

入力：API

入力：画面

（QRコードで結果閲覧可）
EIM Japan認定医

算定時の
疾患レベル ✕ 運動や生活習慣状況 ✕ 算定後の運動・食事状況 ✕ 変化から

→帳票②に改善予測値を表示する（算定勧奨しやすく）
→帳票④～をパーソナライズする（効果を出やすく）

運動機能計測システム（仮）
ライフケアコン

パス

活動記録
・体重
・歩数
・血圧
・トレーニン
グ
・食事
・etc... 算定案内・診療

運動・栄養
サポートコンテ

ンツ
（帳票④～）

※運動機能計測システム単独での稼働も
可
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